












































































































































































































出題意図および解答例

問題 1

公認心理師養成プログラム

公認心理師の業務の向上には精神疾患や知的障害に関する研究知見を理解する能力も必要

である。 ここでは英語の研究論文の概要を把握する能力を問う。

問題2

問 1

恐怖条件づけの消去手続き後でも CS に対する CR を完全に防ぐことができないこと、そし

て消去手続きでは CS が US の予測を曖昧にするため US に対する過敏性を促す可能性があ

ることを指摘する必要がある。

問 2

自発的回復をより減衰するため、消去手続きに際して CS に対し US の代わりに感情的に中

性の意味を持つ刺激を対提示することで CS による予測と結果の違いを明瞭にし、 CS の曖

昧さを解決することを示す必要がある。

問 3

NFE 条件において Recovery手続き中の CS＋に対する CR は有意でなく STANDART

EXTINCTION 条件では有意であったことから、 消去中に中性刺激を CS＋に対提示するこ

とによって CS＋が US の到来を予期しない刺激であることが明確になり、 消去が促進され

たとみなされることを説明する必要がある。

問題3

(1)安全確保行動

(2) アンヘドニア

(3) 平均の下

(4) P-F スタディ

(5) 過正当化効果もしくはアンダーマイニング効果

問題4

(1)学習

(2) 随伴性

(3) 弱化子（嫌子、 罰子）

(4) シェイビング

(5) 消去

(6) 分化強化

(7)ウォルピ

(8) 逆制止
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